
バタフライチャート
多角的に見る


別の視点から物事を考えてみます。
同じ物事についても、どの立場や視点から見るかによって、別の意味や価値を見いだすことができます。

バタフライチャートは、チョウの形をしたチャートです。チョウの胴 (どう)体 (たい)にトピックを書き、左右の羽に異なる立場の意見をそれぞれ書くことで、「賛成」と「反対」、「メリット」と「デメリット」のような、対立する意見を可視化して調べることができます。









話し合いの場面では、バタフライチャートを使って、異なる立場の意見を書き込 (こ)んでいくことで、どのような意見が出たか、説得力のある意見はどれかといった整理がしやすくなります。
[image: C:\Users\taura\AppData\Local\Microsoft\Windows\INetCache\Content.Word\戦隊ヒーロー青-ダッシュ.jpg]また、それぞれの立場から出た意見を、「賛成」と「強い賛成」、「反対」と「強い反対」のように段階をつけて区別することで、より多角的にトピックについて考えることができます。

自分の意見を正確に伝えるためにも、反対意見や反論を想定するのは大事だよ。
【賛成の立場の意見】
・家庭ごみの排 (はい)出 (しゅつ)量が削 (さく)減 (げん)される
・積極的なリサイクルやリユースにつながる
【反対の立場の意見】
・公共のごみ箱などに、家庭ごみを捨てる人が出てくる
・家計の負担になる
家庭ごみ処理の
有料化について
バタフライチャートの使い方の例
自分とは異なる立場の意見も想像してみよう。
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